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ラ
イ
オ
ン

日
本
化
学
工
業
協
会
技
術
賞「
環
境
技
術
賞
」受
賞
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ラ
イ
オ
ン
は
、
富
士
電
機

と
共
同
開
発
し
た
植
物
系
の

電
気
絶
縁
油
が
、
高
い
生
分

解
性
や
廃
棄
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
削
減
な
ど
環
境
負
荷
低

減
に
貢
献
し
、
か
つ
独
創
的

で
科
学
技
術
の
進
歩
に
寄
与

し
た
製
品
、
技
術
と
し
て
認

め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
一
般

社
団
法
人
日
本
化
学
工
業
協

会
「
第
47
回
日
本
化
学
工
業

協
会
技
術
賞
」
に
て
「
環
境

技
術
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

電
気
絶
縁
油
は
全
世
界
で

毎
年
１
０
０
万
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
も
の
需
要
が
あ
る
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
石
油
系
の
鉱

物
油
で
あ
る
た
め
、
植
物
を

原
料
と
す
る
植
物
系
絶
縁
油

の
導
入
が
進
め
ば
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２

を
増
や
さ
な
い
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
な

り
、
環
境
負
荷
低
減
に
貢
献

す
る
。
し
か
し
、
従
来
の
植

物
系
の
絶
縁
油
は
、
粘
性
が

高
い
た
め
冷
却
効
果
が
劣
る

ほ
か
、
低
温
安
定
性
が
確
保

で
き
ず
、
寒
冷
地
で
油
の
性

状
が
変
化
す
る
な
ど
性
能
面

に
課
題
が
あ
り
、
あ
ま
り
普

及
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
同

社
は
富
士
電
機
と
共
同
で
研

究
に
取
り
組
み
、
世
界
で
初

め
て
パ
ー
ム
ヤ
シ
油
を
原
料

に
採
用
し
た
植
物
系
の
電
気

絶
縁
油
「
パ
ス
テ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｏ

（
商
品
名
）」
を
開
発
。
両

社
は
互
い
に
保
有
す
る
様
々

な
技
術
を
丁
寧
に
組
み
合
わ

せ
、
最
適
な
分
子
構
造
を
特

定
す
る
こ
と
で
、
鉱
物
油
や

従
来
の
植
物
系
絶
縁
油
よ
り

も
高
性
能
な
環
境
配
慮
型
電

気
絶
縁
油
を
作
る
こ
と
に
成

功
し
た
。

　
「
パ
ス
テ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」は
、

従
来
品
よ
り
も
優
れ
た
絶
縁

耐
力
や
高
い
冷
却
性
能
、
低

温
で
の
流
動
性
、
長
期
使
用

に
耐
え
得
る
酸
化
安
定
性
な

ど
、
優
れ
た
絶
縁
油
性
能
を

持
っ
て
お
り
、
環
境
性
能
面

で
は
、
良
好
な
生
分
解
性
、

低
魚
毒
性
を
有
す
る
。万
一
、

絶
縁
油
が
流
出
し
て
も
環
境

へ
の
影
響
が
低
い
こ
と
か

ら
、
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
（
認

定
番
号
＝
第
０
７
１
１
０
０

３
号
）
も
取
得
し
て
い
る
。

ま
た
、
植
物
油
を
原
料
に
採

用
し
た
こ
と
で
、
鉱
物
油
に

比
べ
て
、
廃
棄
時
に
発
生
す

る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
が

　

コ
ー
セ
ー
が

開
発
し
た
フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン

「
エ
ス
プ
リ
ー

ク 

リ
キ
ッ
ド

な
の
に 

ム
ラ

に
な
り
に
く
い 

フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン 

Ｕ
Ｖ
」

の
全
く
新
し
い

機
構
を
持
つ
容

器
が
、
独
自
性

や
新
規
性
を
評

価
さ
れ
、
公
益

社
団
法
人
日
本

包
装
技
術
協
会

た
。

　

同
社
の
新
型
容
器
は
、
従

来
の
リ
キ
ッ
ド
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
の
「
ム
ラ
に
な
る
」

「
時
間
が
た
つ
と
ヨ
レ
る
」

「
手
が
汚
れ
る
」
な
ど
の
不

満
要
素
を
、
ス
ポ
ン
ジ
で
と

る
と
き
に
リ
キ
ッ
ド
状
に
、

肌
に
な
じ
ま
せ
る
際
に
は
ゲ

ル
状
に
変
化
す
る
特
性
を
持

つ
新
た
な
剤
型
を
開
発
す
る

こ
と
で
ク
リ
ア
し
た
。

　

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
リ

「
第
39
回
木
下
賞
」
に
て
「
研

究
開
発
部
門
賞
」
を
受
賞
し

で
き
、
さ
ら
に
、
冷
却
性
能

を
向
上
さ
せ
た
こ
と
で
、
従

来
の
絶
縁
油
で
は
困
難
で
あ
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古文講師・
文筆家

荻野 文子 氏

　

予
備
校
講
師
30
年
の
経

歴
を
持
つ
「
受
験
界
の
マ

ド
ン
ナ
」。
代
々
木
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
初
の
女
性
講
師
と

し
て
仮
採
用
さ
れ
る
と
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
し
、
生

徒
か
ら
常
に
高
い
支
持
率

を
受
け
、
一
躍
有
名
に
な

る
。
そ
の
後
、
東
進
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
に
古
文
講
師
と

し
て
転
籍
し
、
衛
星
中
継

に
よ
る
映
像
授
業
を
推
進

し
て
、
予
備
校
の
授
業
形

態
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
。

　

６
月
５
日
に
兵
庫
県
の

地
方
卸
企
業
・
ハ
リ
マ
共

和
物
産
で
開
催
さ
れ
た

「
第
64
回
第
一
線
会
」
の

講
演
会
に
、
兵
庫
県
出
身

の
縁
で
招
か
れ
た
。「
人

を
動
か
す
話
術
」
を
テ
ー

マ
に
、
衛
星
中
継
を
通
し

て
一
度
に
１
万
人
の
生
徒

に
対
し
て
授
業
を
行
い
、

支
持
率
90
％
以
上
を
維
持

し
続
け
た
荻
野
氏
に
よ
る

心
を
掴
む
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

伝
授
し
た
。

　

荻
野
氏
曰
く
生
徒
は
皆

「
秀
才
君
」「
ロ
ボ
ッ
ト
君
」

「
元
気
君
」「
は
に
わ
君
」

の
４
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ

の
４
種
の
「
周
波
数
」
に

合
う
説
明
法
を
用
意
し
て

授
業
を
進
め
て
い
る
が
、

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、

ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
元

気
君
」
に
絞
る
こ
と
だ
と

い
う
。
こ
の
タ
イ
プ
の
生

徒
は
、
好
奇
心
旺
盛
で
心

は
闊
達
だ
が
、
興
味
の
な

い
こ
と
に
は
周
波
数
が
合

わ
ず
、
授
業
で
も
集
中
力

に
ム
ラ
が
表
れ
る
。
し
か

し
本
来
は
、
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
タ
イ
プ

だ
。

　

ま
ず
は
周
波
数
を
合
わ

せ
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
な
た
め
、

今
回
の
講
演
会
で
は
、
元

気
君
へ
の
授
業
を
想
定
し

て
古
文
の
修
辞
法
に
つ
い

て
昭
和
の
大
ヒ
ッ
ト
し
た

歌
謡
曲
を
引
き
合
い
に
出

し
説
明
を
開
始
し
た
。
す

る
と
、
半
ば
眠
そ
う
だ
っ

た
聴
講
者
は
皆
目
を
輝
か

せ
て
話
に
耳
を
傾
け
始
め

た
。

　

聴
講
者
の
心
を
見
事
に

掴
ん
だ
荻
野
氏
は
、
最
後

に
こ
う
ま
と
め
た
。

　

「
元
気
君
の
持
つ
そ
の

素
朴
な
好
奇
心
は
や
が
て

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
に

昇
華
し
、
自
ら
判
断
し
動

け
る
人
に
な
る
。
会
社
だ

っ
て
、
小
さ
な
好
奇
心
が

す
べ
て
の
起
源
の
は
ず

だ
。
教
え
る
側
で
あ
る
上

司
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に

し
か
動
け
な
い
ロ
ボ
ッ
ト

君
だ
と
、
部
下
も
ロ
ボ
ッ

ト
君
に
し
か
成
長
し
な

い
。
ま
ず
は
自
分
が
好
奇

心
旺
盛
な
元
気
君
に
な
っ

て
、
仕
事
の
本
質
を
教
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
」　
（
中
）

教
え
る
側
が
好
奇
心
旺
盛
な「
元
気
君
」に

っ
た
変
圧
器
の
小
型
化
を
可

能
に
し
、
部
材
使
用
量
の
削

減
に
も
成
功
し
た
。

エスプリークの新型容器が
「第39回木下賞」を受賞 コ

ー
セ
ー

キ
ッ
ド
か
ら
ジ
ェ
ル
へ
と
変

化
す
る
特
殊
な
特
性
を
最
大

限
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
メ
ッ

シ
ュ
が
容
器
の
中
で
上
下
す

る
機
構
を
考
案
。
こ
の
機
構

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
リ

キ
ッ
ド
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

の
な
め
ら
か
に
の
び
、
凹
凸

を
カ
バ
ー
し
や
す
い
と
い
う

利
点
を
活
か
し
な
が
ら
、
従

来
の
不
満
要
素
を
解
消
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。


